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受賞者の活躍状況②

概 要

団 体 名 株式会社JDSound （宮城県仙台市）

事 業 名 被災地石巻でMade In Japanのオーディオ製品を作ります

受 賞 大賞（2016年度）

事 業 概 要 高品質なポータブルDJシステム（ターンテーブル、ミキサー、内蔵スピーカー等を全て搭載）を製
造・販売する事業。石巻の企業に製造を委託し、地域産業の活性化にも貢献。

U R L https://www.jdsound.co.jp/

クラウドファンディングで約9,500万円を調達！
～株式会社JDSound（宮城県仙台市）～

● 高品質なポータブルDJシステムを製造・販売する事業です。（2016年大賞）
● 2018年は、動画視聴に最適なポータブルスピーカー「ovo」の開発等の資金調達のため、クラウドファンディングを
活用いたしました。その結果、7,500人以上の方から約9,500万円のご支援をいただきました。

映画、スポーツ、ゲーム等の動画視聴に最適なポータブル
スピーカー「ovo」を開発しました。
「ovo」はUSBを繋ぐだけでセットアップができます。USBから
供給される電力だけで迫力のある、良質な音を生み出しま
す。

OVOに搭載されているスピーカーユニットやデジタルテクノ
ロジーは、2017年に発売した弊社製品「GODJ Plus」の
技術がベースとなっています。

「ovo」の開発等の資金調達のため、クラウドファンディング
を活用いたしました。その結果、7,500人以上の方から約
9,500万円のご支援をいただきました。

支援金額

￥94,885,800

（目標金額の474%を達成）

目標金額
￥20,000,000
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受賞者の活躍状況③

概 要
団 体 名 漆とロック株式会社（福島県会津若松市）

事 業 名 「我が子のような“育てる器”で食を大事にする日本へ ～山と、人と、食卓を繋ぎ直す～」

受 賞 大賞（2017年度）

事 業 概 要 漆器の繋ぎ手・伝え手として、「山と、人と、食卓を繋ぐ」をテーマに、日本の木と漆の文化と産業を未来に繋ぐサイ
クルを作る取り組み。

U R L https://www.urushirocks.com/

漆器「めぐる」が「47 REPAIR & CARE

-47都道府県の修理と手入れ展-」に展示されました
～漆とロック株式会社（福島県会津若松市）～

● 漆器の繋ぎ手・伝え手として、「山と、人と、食卓を繋ぐ」をテーマに、日本の木と漆の文化と産業を未来に繋ぐサイクルを作る取組
です。（2017年大賞）

● 2015年より発売を開始した東北の漆器ブランド「めぐる」は、岩手県の国産漆を使い、会津職人の技術が注ぎ込まれて製作され
た漆器です。最大の特徴は、人の手にフィットする優しい触り心地。その商品開発・製作には、職人だけではなく、さまざまな団体・ク
リエイターが参加しました。また、「めぐる」は、その売上の一部が、漆の植栽活動に還元されるという循環型の商品です。

● 昨年の4月～6月まで渋谷ヒカリエ8階で開催された「47REPAIR & CARE-47都道府県の修理と手入れ展-」に展示されました。

「めぐる」は、「漆器繕い」として紹介され、割れてしまった
部分を漆によって修繕した「お直し品」として展示されました。

こちらの修繕された「めぐる」は、実際に神戸のカフェで使
用されていたものをお借りして、展示されました。

このほか会場内には、「ふとん打ち直し」や「めがね直し」な
ど、修理や手入れに関する様々な展示品が並びました。
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受賞者の活躍状況④

受賞事業の商品化と、本社新工場の操業開始
～株式会社バンザイ・ファクトリー（岩手県大船渡市）～

● 砂糖と一般的な醤油を利用しない甘露煮を製造、販売する事業です。（2015年大賞）。
● 受賞した甘露煮を高級ギフト「三陸甘茶煮」として商品化すると、「ぐるなび」が主催する「接待の手土産セレクション2017」に入
選し、大きな反響を呼びました。

● 岩手産山桜を使用して製造する「福おちょこ」は、底に縁起の良い馬蹄があしらわれており、吉野正芳前復興大臣が米国訪問の
お土産にするために購入されました。

● 当社は、本社を岩手県陸前高田市から大船渡市に移転し、2018年5月1日から操業を開始しました。

新工場の外観です。写真左側が事務所棟、右側が質
感精密木工部門の工場となっています。

美味食品部門の工場棟内です。こちらでは、新商品であ
る「わかめ大黒柱」を製造中です。

工場内の見学ルートです。見学ルートには、当社の商品
案内のパネルのほか、小窓をつけて工場内が見やすくしてい
ます。地元の小学生らを招いた見学会を開催しています。

質感精密木工部門工場棟の切削機械が置かれた部屋
です。電子ピアノで有名なローランド社製木工切削機が6
台ほど並んでいました。別の部屋にある3Dスキャンシステム
で読み込んだデータを基に木を削り、「福おちょこ」等を製造
しています。

概 要
団 体 名 株式会社バンザイ・ファクトリー（岩手県大船渡市）

事 業 名 三陸の未利用資源を使用した健康配慮型『三陸甘露煮』

受 賞 大賞（2015年度）

事 業 概 要 従来、未利用であった水産資源の活用と一次産業者の収益向上を狙い、 「砂糖」と一般的な「醤油」を使
わない健康的に配慮した製法で付加価値を高めながら甘露煮を作り、販売する事業

U R L https://www.sagar.jp/

19



受賞者の活躍状況⑤

概 要

団 体 名 株式会社磐城高箸（福島県いわき市）

事 業 名 林業と地域を再生させる、間伐材を使用した高級割り箸

受 賞 大賞（2014年度）

事 業 概 要 いわき産杉間伐材を活用し、デザイン性のある高級割り箸や派生商品を一貫製造・販売する事業
を展開。

U R L https://iwaki-takahashi.biz/

福島県とBEAMSのタイアップ企画「ふくしまものまっぷ」に登場
～株式会社磐城高箸（福島県いわき市）～

● 「ビームス ジャパン」のバイヤーが福島県総合情報誌「ふくしままっぷ」に着想を得て、実際に福島県を訪れて復興の現状への理解
や県民との交流を深めた経験から実現したものです。

● 2018年1月にスタートし、福島県の産品をひと月ごとにピックアップして紹介し、福島の魅力を届けていますが、その第５弾として、
株式会社磐城高箸（2014年度大賞受賞）が選ばれました。

● 2018年５月１日から、新宿のビームスジャパン１階にて、BEAMS JAPANとのコラボレーション商品（磐城杉材を有効利用し
た高級割り箸）の販売、福島県総合情報誌「ふくしままっぷ」の配布、「ふくしまものまっぷ」のパンフレットの配布が行われています。

㈱磐城高箸のコーナーでは、高級割り箸のコラボ商品の
ほか、割り箸製造工程で生じる「おが粉」を中材として利用
したぬいぐるみ「おがべこ」も販売されました。

店舗内エレベーター前に「ふくしままっぷ」、「ふくしまもの
まっぷ」のパンフレットが置かれていました。

同店１階の福島県コーナーには、大堀相馬焼や白河だ
るまなど、福島県内の産品が陳列されていました。
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受賞者の活躍状況⑥

概 要
団 体 名 特定非営利活動法人チームふくしま（福島県福島市）

事 業 名 ひまわりが繋ぐ全国と福島の絆『福島ひまわり里親プロジェクト』

受 賞 企業賞「損保ジャパン日本興亜賞」（2017年度）

事 業 概 要 ひまわりを全国各地でいわば「里親」として育て花を咲かせて採種し、その種を福島の地で「復興のシンボル」
として咲かせることにより、全国と福島の絆を深めるプロジェクト

U R L http://www.sunflower-fukushima.com/

ゴッホ≪ひまわり≫とのコラボイベント
～特定非営利活動法人チームふくしま（福島県福島市）～

● 「ひまわり」を福島の復興のシンボルとする「福島ひまわり里親プロジェクト」です。（2017年企業賞「損保ジャパン日本興亜賞」）
● 企業賞を授与した損害保険ジャパン日本興亜株式会社は、アジアで唯一ゴッホの≪ひまわり≫を所有する企業です。
● 今回の受賞をきっかけとして、「ひまわり」をテーマとしたコラボイベントが、ゴッホ≪ひまわり≫を所蔵する「東郷青児記念 損保ジャパ

ン日本興亜美術館」にて平成30年6月2日に開催されました。

ゴッホ≪ひまわり≫の前で、今回特別に記念撮影を行いました。

コラボイベントに参加した愛知県の高校生や千葉県の
ガールスカウトの皆さんが新たな種を植えました。

チームふくしまから送られた種からひまわりを育てた高校が
文化祭で作成した「ひまわり」の切り絵が披露されました。
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受賞者の活躍状況⑦

概 要
団 体 名 株式会社シャークス（宮城県気仙沼市）

事 業 名 サメの街気仙沼を発信

受 賞 企業賞「仙台銀行じもと復興創生応援賞」（2016年度）

事 業 概 要 気仙沼が漁獲量日本一を誇るサメの革を用いたオリジナル商品を企画・販売する事業

U R L http://sharksjapan.com/

新店舗への移転
～株式会社シャークス（宮城県気仙沼市）～

● サメの革を用いたオリジナル商品を企画・販売する事業「サメの街気仙沼を発信」です。（2016年企業賞「仙台銀行じもと復興
創生応援賞」）。

● 2011年12月に仮設商店街南町紫市場にて開店し、その後仮設商店街福幸小町田中通りに2016年9月に移転。施設の解
体に伴い、二度のプレハブ仮設店舗での営業でした。

● 2018年7月2日に気仙沼市の内湾エリアに新設された商業施設内の新店舗にて、本設として新装オープンしました。
ワンフロアを3店舗でシェアして、気仙沼ならではのサメ革製品を充実させ、気仙沼を発信しています。

希少なサメの革は、商品として加工するまでに難しい技
術が要求されます。店内ではそれを触った上で購入できま
す。

サメ革の「小銭入れ」や「名刺入れ」は、色褪せることなく
使うほどに柔軟性と艶が増します。

店内は、バック等のサメ革製品、ふかひれ・健康食品の
ほかに、オリジナルTシャツなどのサメグッズでいっぱいです。

新店舗は「迎（ムカエル）」とよばれる新しい商業施設
内にあり、2階からは気仙沼内湾の素晴らしい景色が見え
ます。
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